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【授業の概要・到達目標】 

 数学 I では線形代数学について学ぶ。線形代数は理工学を始めとした様々な分野に応用されている基礎

数学の柱のひとつである。本講義ではベクトルの幾何学的イメージから始めて行列とその性質、線形写像

と行列、ベクトル空間、内積について学修する。これらの事柄が具体的に世の中でどのように応用されて

いるのかについても学ぶ。 

 

具 体 的 な 到 達 目 標 
ディプロマポリシーとの対応 

1 2 3 4 5 6 

１． ベクトル空間と線形性について説明できる 〇      

２． 行列式や逆行列を計算できる 〇      

３． 固有値と固有ベクトルを計算できる 〇      

４． 行列の応用例について説明できる 〇     〇 
 

【授業の内容】 

1 ベクトル 

2 行列 

3 線形写像 

4 行列式I 

5 行列式II 

6 ベクトル空間I 

7 ベクトル空間II 

8 連立一次方程式  

1 

2 

3 

4 

 

9 固有値と固有ベクトルI  

10 固有値と固有ベクトルII  

11 内積I  

12 内積II  

13   

14   

15   

【アクティブラーニングの内容・その他の工夫】 

Ａ：知識の定着・確認 
〇 知識の定着・確認のために毎回小テストを行

う。 

 

Ｂ：意見の表現・交換   

Ｃ：応用志向 
〇 線形代数の応用例を調べて具体的に説明し、

期末レポートとする。 

Ⅾ：知識の活用・創造   

【時間外学修の内容と時間の目安】 

準備学修 教科書の予習（   8ｈ）。 

事後学修 教科書の章末問題を解く（   8ｈ）。 
 

【教科書】「線形代数学（新装版）」 川久保勝男著 日本評論社 2010年(ISBN 978-4-535-78654-7) 

 

【参考書】 

 



【成績評価方法及び評価の割合】 

評価方法 割合 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

小テスト 50 10 10 10 10 

期末レポート 50 20 20 20  
 

【注意事項】小テストと期末レポートを合わせた結果が基準に満たない場合は、別途試験を課す場合がある。 

【備 考】 

教員の実務経験の有無  
 

教員の実務経験  

教員以外で指導に関わる実

務経験者の有無 
 

 

教員以外の指導に関わる実

務経験者 

 

実務経験をいかした 

教育内容 

 

授業形態  

 


